
 

電子商取引をご検討中の皆様へ 
 

建設業電子商取引 導入支援「勉 

 建設業電⼦商取引「CI-NET」の導⼊をご検討中の企業に対して、⽀援を実施します。 
※ 本⽀援は、CI-NET 導⼊済み企業各社およびベンダー企業各社の協⼒を受けて、国⼟交通省の⽀援のもと⼀般財団法⼈建設業

振興基⾦より電⼦商取引普及のために無償で提供させていただくサービスです。 
 

１．実施概要 

 
皆様には、勉強会を通して、電⼦商取引導⼊等に係わる様々な問題や課題を整理し、その対応

策や回避⽅法等について検討していただきます。また、電⼦商取引導⼊に伴う波及効果としての社
内ＩＣＴ化促進による今後期待される効果・可能性について検討していただきます。 

勉強会では課題の整理と可能性の検討にあたって、資料やアドバイスを受けることができます。 
（注）勉強会のメニューは、導⼊済み企業各社の導⼊事例やベンダー企業各社の導⼊⽀援事例をもとにしたアドバイスとなります。 

 

 図１ 勉強会のメニュー 

 
 

業務分析 

適切な導⼊・運⽤⼿法や導⼊前後の
業務フローについての情報提供、アドバ
イスを受けながら、業務状況、システム
化状況等を確認します。 

 

導入・運用費用 
の検討支援 

初期投資・運⽤費⽤(概算)についての
情報提供、アドバイスを受けながら、適
切なシステム構成を検討します。 

導入に向けた社内検討資料や社外説明資料の作成に 
お役立ていただけます。

導入メリット 
の検討支援 

業務分析⼿法あるいは分析事例に関する
情報提供、アドバイスを受けながら、コストメ
リットを算出します。また、コンプライアンス向
上等の付加価値等も検討します。 

建設業電子商取引 導入支援「勉強会」のご紹介



 

２．開催方法 

勉強会は、概ね下記のスケジュール（4 回程度）で実施します。開催の回数・時期・内容等はご
相談に応じます。また、複数企業グループ、企業単独のいずれでも可能です。 

 

図２ 勉強会のスケジュール例 

３．申し込み方法 

企業様より直接、当基⾦にご相談ください。 
(注)お申込み多数の場合は、電⼦商取引普及に資する申し込みを優先させていただくことがございますことを予めご了承ください。 

４．支援実施体制 

CI-NET 導⼊済み建設企業およびベンダー企業のメンバーにより実施します。 
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 建設業電⼦商取引(CI-NET)の基礎  
 現在の取引業務の運⽤状況ヒアリング 

第１回勉強会 
【 現在の取引業務状況の確認 】   

  
   

 現業務フローと[CI-NET 標準フロー]の
確認 

 各電⼦商取引導⼊⽅式の説明 
 導⼊・運⽤⼿法の確認 

第２回勉強会
【電子商取引導入後の運用イメージ提示】

  
 

   
 電⼦商取引導⼊の初期費⽤と運⽤費

⽤（事例紹介） 
 電⼦商取引導⼊の効果予測 

  
 
 
 業務別、受発注者別等の導⼊効果分

析（定性効果） 
 導⼊に関する費⽤負担計画（討議） 
 電⼦商取引等の導⼊に関する課題 
 電⼦商取引等 ICT 化推進の可能性 
 業界や、ソフトベンダーへの要望・提⾔等 

第４回勉強会 
【電子商取引導入のまとめ】 

 

第３回勉強会
【電子商取引導入効果の検討】 

  

問い合わせ先 
⼀般財団法⼈ 建設業振興基⾦／建設産業情報化推進センター 事務局  
e-mail: ci-net@kensetsu-kikin.or.jp tel:03-5473-4573 fax:03-5473-4580 


